
 
 

高森町の景観に関するアンケート調査  

ご協力のお願い 
 

日頃より町政に対してご理解・ご協力をいただき、誠にありがとうご

ざいます。 

 さて、現在高森町では、平成 39 年（2027 年）に開業が予定されて

いるリニア中央新幹線を見据え、乱開発の防止や開発需要への対応とし

て土地のあり方を定めた「土地利用計画（案）」を策定しました。 

 さらに今後、大切にしていくべき「高森町の景観」を明確にし、守っ

ていくため「景観計画」の策定を進めてまいります。 

 「景観計画」の策定にあたり、町民の皆さまに町の景観について日頃

お感じになっていることをお聞きし、計画づくりに役立てるため、アン

ケート調査を実施します。 

つきましては、お忙しいなか誠に恐縮ですが、調査の主旨をご理解い

ただき、ご協力いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

平成 28 年 1 月               高森町長 熊谷 元尋 
 

●ご回答いただいたアンケート票は、 

平成 28 年 2 月 19 日(金)までに、 

同封の返信用封筒にて郵便ポストへ投函いただきますようお願い申し上げます。 

（※切手は不要です。） 

 
●封筒に記された宛名の方がご回答ください。（代筆でも結構です。） 

※このアンケート調査は、平成 28 年 1 月 1 日現在、高森町に住民登録されている 18 歳

以上の町民の皆さまの内、無作為抽出した 2,000 人の皆さまを対象に実施します。 

※無作為抽出の性質上、同一世帯で複数の方にお送りしている場合がありますが、封筒が

届いた方、皆さまに回答いただきますよう、ご協力をお願いします。 

 
●アンケートは、無記名でご回答いただき、景観計画策定の参考にすること

のみを目的とし、それ以外の目的で使用することは一切ありません。 
 

●本アンケート調査に関しまして、ご不明な点は、以下までお問い合わせく

ださい。 

 

 

<お問い合わせ先> 

高森町役場 経営企画室 協働推進係 

室長：壬生照玄 担当：菅沼まなみ 

〒399-3193 下伊那郡高森町下市田 2183-1 

電話：35-9441(内線 5253)／FAX：35-8294 
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質問 1  あなたの性別はどちらですか。(いずれかに○をしてください。) 

 

 

質問 2  あなたの年齢はおいくつですか。(該当する番号に 1 つだけ○をしてください。) 

 

 

質問 3  お住まいの地区はどちらですか。(該当する番号に 1 つだけ○をしてください。) 

 

 

質問４  高森町での居住年数はどのくらいですか。 

(該当する番号に 1 つだけ○をしてください。) 

 

 

質問５  あなたの職業は何ですか。(該当する番号に１つだけ○をしてください。)  

 

 

  

 １. 男性 ２. 女性 

 １. 19歳以下 ２. 20～29歳 ３．30～39歳 ４．40～49歳 

 ５. 50～59歳 ６. 60～69歳 ７．70歳以上  

 １. 山吹 ２. 吉田 ３．下市田 ４．上市田 

 ５. 牛牧 ６. 大島山 ７．出原  

 １. ５年未満 ２. ５年以上１０年未満 

 ３. １０年以上２０年未満 ４. ２０年以上 

 １． 会社員・公務員 ２． 農林業 ３． 自営業(農林業以外) 

 ４． ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ・派遣 ５． 家業手伝い ６． 家事専業 

 ７． 学生 ８． 無職  

 ９． その他(                              ) 

はじめにあなた自身のことに関してお聞きします。 
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質問６  町内には現在でも多くの優良農地があります。あなたが住んでいる地域の農地に

ついてどのように開発または保全を図っていくべきだと思いますか。以下の選択

肢からあなたの考え方に最も近いものを１つだけ選択してください。 

 

 

質問７  あなたが住んでいる地域で住居や商業施設などを建てる場合、大切にしたいもの

は何ですか。 

以下の選択肢からあなたの考え方に最も近いものを２つ選択してください。ま

た、具体的なものがあればお書きください。 

 

 

 

 

 
１． 自然・景観や農業を守ることを最優先に考えてなるべく農地は開発しない 

 
２． 町の活性化・発展のためであれば積極的に開発を行うべき 

 ３. 町の活性化・発展のためであれば、優良農地であっても開発することはやむを

得ない 

 ４．その他

(                                   ) 

 １． 山野の自然（みどり） ２． 河川、ため池など水辺 

 ３． 農地のみどり ４． 眺 望 

 ５． 歴史的・文化的資源 ６． 集落の家並み  

 
具体的な場所、施設、建造物など

（                              ） 

高森町では、平成 39 年（2027 年）に予定されているリニア中央新幹線の開通、定住・

移住施策の推進、新たな産業の確保を視野に、適正な土地利用に取り組むため、「高森町

土地利用計画（案）」を策定しました。  

「高森町土地利用計画（案）」では、「今後も農地を保全していくべき地域」や、「住居

や商業施設などの地域」といった土地の範囲を定めました。 
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質問８  「上段道路（ハーモニックロード）沿線」について最も大切にすべき景観は何で

しょうか。以下の選択肢から１つだけ選んでください。 

 

 

 

 

質問９  「広域農道（フルーツライン）沿線」についてどのような景観形成を図っていく

べきだと思いますか。以下の選択肢からあなたの考え方に最も近いものを１つだ

け選択してください。 

 

 

 

 

 

質問 10   次のうち、「広域農道（フルーツライン）沿線」において必要だと思う施設は何

ですか。以下の選択肢から最も必要だと思うものを１つだけ選択してください。 

 １． 河岸段丘から眺める南アルプスや天竜川・伊那谷の景観 

 ２． 森林が美しい沿道景観 

 ３. 田畑・果樹園が広がる沿道景観 

 ４． 月夜平大橋などの特徴的な人工物がある景観 

 ５． その他(                            ) 

 １．高森町の個性・歴史・文化などが感じられ観光面でアピールできるような統一感

のある沿道景観を演出すべきである 

 ２．観光面でアピールできるような沿道景観は限定的とし、あくまでも生活道路とし

ての沿道環境を優先すべきである 

 ３．その他(                                ) 

 １． 宿泊関連の施設 

 ２． 休息・休憩を主目的とした施設（道の駅、飲食店など） 

 ３. 観光的農業施設（観光農園など） 

 ４. 日常生活用品が買える商店など 

 ５． あくまでも生活道路としての機能を優先させ、特に施設は必要ない 

 ６． その他(                            ) 

広域農道（フルーツライン）沿線は、住民の生活道路としての機能だけでなく、観光客が訪れ、交

流する観光的側面の両方を有しています。それら両方の景観について維持・開発を図っていくべき沿

道として土地利用を設定しています。 

上段道路（ハーモニックロード）沿線は、田畑や果樹園、森林などの自然環境が多く残っており、

それらの維持・保全を図っていくべき沿道として土地利用計画で設定しています。 
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質問 11  リニア駅へのアクセス路としてふさわしい「国道 153 号線沿線」の景観形成に

ついて、どのように考えるべきだと思いますか。以下の選択肢からあなたの考

え方に最も近いものを１つだけ選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

質問 12  優良農地の景観を維持・保全するためには何が必要だと思いますか。 

あなたが重要だと思うもの２つまで選んでください。 

 

 

質問 13   宅地の景観を維持・保全するためには何が必要だと思いますか。 

あなたが重要だと思うものを２つまで選んでください。 

 １．建物や看板の大きさ・色・デザインなどを規制し、良好な景観の保全・維持を最

優先に考えるべきである 

 ２．生活が便利になるのであれば、建物や看板の大きさ・色・デザインなどを厳しく

規制する必要はない 

 
３．その他(                                ) 

 １． 耕作放棄地をなるべく無くす 

 ２． 農地の区画等を集約化させ、まとまりのある農地とする 

 ３. 小屋や作業場の見た目を良くする 

 ４． 農地のあぜ道や農道の景観を良くする 

 ５． その他(                            ) 

 １． 建物の大きさ・高さや色・デザインなどを周囲と調和させるように規制する 

 ２． 建物の周囲に樹木を植えるなどの緑化をする 

 ３. 建物の屋根などによって、山々の眺望を遮らないようにする 

 ４． 建物に付属する構造物（エアコンの室外機など）を目立たせないようにする 

 ５． その他(                            ) 

国道 153 号線沿線は、現在でも多くの商業・業務施設が立地しています。リニア開通後には開発が

予想されることから、乱開発の防止、良好な景観の維持・保全に向けて取り組むべき沿道として土地

利用を設定しています。 
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質問 1４  上段道路（ハーモニックロード）沿線の景観を維持・保全するためには何が必

要だと思いますか。あなたが重要だと思うもの２つまで選んでください。 

 

 

質問 1５  広域農道（フルーツライン）沿線の景観を維持・保全するためには何が必要だ

と思いますか。あなたが重要だと思うもの２つまで選んでください。 

 

 

質問 1６  国道 153 号線沿線の景観を維持・保全するためには何が必要だと思いますか。

あなたが重要だと思うもの２つまで選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 １． 河岸段丘の眺望を遮らないように規制する（高い建物を建てないなど） 

 ２． 沿道に人工物をなるべく設置しないように規制する（建物は道路からなるべく

離して建てるなど） 

 ３. 自然を感じられる要素を多くする（街路樹や花壇を設けるなど） 

 ４． ガードレール・街灯・橋などの色やデザインを規制する 

 ５． その他(                            ) 

 １． 看板や沿道の建物の色・デザインや壁面を統一するなどの規制をする 

 ２． 歩行者にとって安全・安心な道路にする（歩道を広くする、段差を減らすなど） 

 ３. 自然を感じられる要素を多くする（街路樹や花壇を設けるなど） 

 ４． ガードレール・街灯・橋などの色やデザインを規制する 

 ５． その他(                            ) 

 １． 看板や沿道の建物の色・デザインや壁面を統一するなどの規制をする 

 ２． 歩行者にとって安全・安心な道路にする（歩道を広くする、段差を減らすなど） 

 ３. 自然を感じられる要素を多くする（街路樹や花壇を設けるなど） 

 ４． その他(                            ) 
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質問 1７  景観に関して住民と行政はどのように関わっていくべきだと思いますか。以下

の選択肢の中から、最もあてはまると思うものを一つだけ選んでください。 

 

 

質問 1８  最後に高森町の景観に関して日頃感じていることや提言などをご自由にお書き

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上で終わりです。ご協力いただき、ありがとうございました。 

 
１．行政が主体となって景観形成に取り組む 

 
２．住民が景観協定を定めるなど、主体的に取り組む 

 
３. 住民と行政が協力して、景観形成に取り組む 

 
４．その他(                               ) 


